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子どもたちのスマホデビューの時
期が年々、低年齢化しているなか、短
い動画アプリの Tik Tok が 10 代を中

心に人気です。  簡単に言うと、口パク映
像なのだそうです。音楽にあわせて撮影したものを編
集、加工して投稿。  投稿したものに、よりたくさんの
「いいね」をもらうために、工夫をこらします。  1 本が
15 秒と短いので、たとえば休み時間に撮影して投稿で
きるほどお手軽なのだそうです。
簡単に投稿できるうえに「いいね」をもらったり、拡散
されたりすることで、自分が認められた気分になって
しまうのでしょうか。
あなたのまわりの子どもたちにも、投稿の経験がある
かもしれません。  丁寧に自己紹介して、学校名や名前
などを公開していないでしょうか。  それがもとで、居
場所や個人が特定されることへの恐怖は感じていない
のでしょう。
スマホをめぐるトラブルなど、警察に持ち込まれる相
談件数は増えていると聞きます。  スマホをわたすな
ら、その危険性も一緒に伝える必要がありそうです。
もう少し、おとなになるまで持たせない、という選択
も？（カキタ）

この春、小３になった息子

小２では６時間授業の日が週に１回でしたが、小３

になって週３回に増えました。

その原因のひとつは？そう、英語です。

2020 年から小学校で英語が必修科目に、と発表さ

れたころ、たまたま出かけた未就園児の会で、「英

語はいつから習わせたらよいか」という質問が殺

到していました。  わが子、そのころ日本語しゃ

べっていません。  その場にいた子どもたちだっ

て、似たようなものでした。  最近のお母さんた

ちってすごいなあと、たかーい壁を感じたことを

記憶しています。

そして、やってきますね、

2020年。   授業数、増加で  

す。  勉強内容も増えている

ようです。

そこで、疑問に思いました。

小学生って、そんなに勉強す

るもの？よりみちもするけど、15 時ぐらいに帰っ

てきて、日が暮れるまで、遊びまわるもん

じゃないの？ ! うーん。  わたしの思う

子ども像、現実とはちょっとかけ

離れているらしい…。

「学校で英語やるなら、習わせなきゃ。  手遅れに

なったら困るから、塾もいかせなきゃ」

「いつから始めたらいいですか？

早いほうがいいですよね？ もうあ

の子は始めたみたいだし」

そんな親心、わかります。  でも

焦らないで。  まずは子ども自身

に聞いてみませんか？「お母さん

は、早めにやっといたほうがいい

と思うんだけどな～」なんて前置き

はなし。

誘導尋問じゃなくて、

シンプルに。  勉強、し

たい？  したくない？

だって、学校に行くだけ

で、こんなに毎日忙しいんです。

そうはいっても、わが子の成績が悪すぎると、わたし

も悩みます。  英語でつまずけば、習わせとくべき

だったかな、と悩みます。

子育てって、そんなことの連続です。  

正解はないけど、“まんなか ”はその子自身だと思う

んです。  そこを忘れなければ、結果オーライ。  そう

信じてるんだけど、裏切られる可能性も高いと、覚悟

はしている今日このごろ…。　（カキタ）

こ ど も ス テ ー シ ョ ン 山 口と は

子どもたちが文化芸術に親しんで、心ゆたかな子ども時代

を過ごせることを願って活動しています。 プロの舞台芸術

に出会う舞台鑑賞会のほかに、キャンプやこどもまつりな

ど、たくさんの仲間といっしょに活動できる場をサポート。 

大人にも、”子どもと共に育ちあう”学習の機会を提供して

います。また各地区ブロックでは、会員が地域のつながりを

大切にしながら独自の楽しい活動を行っています。

入会お待ちしています…舞台鑑賞会の入場料が無料です！
正会員    月会費2,500円（子どもの登録OK）
　　　    子どもの登録料（一人400円/年）
準会員    月会費1,300円（大人だけの参加）
賛助会員 　個人会費：一口  5,000円/年　
　　　　　　団体会費：一口10,000円/年
※寄付も随時、募っています。  
※年間3,000円以上ご寄付いただいた方は確定申告により、税額控
　除が受けられます。

○2018 年度4月～3月にご支援いただいた方
《団体賛助会員》  4団体  （敬称略・順不同） 
■ビジネスホテル富士の家　■塗装 秋貞
■おおどの診療所　■永田こどもクリニック

編集後記
■ 「たゆたえども沈まず」。ダラダラしてるけどもうすぐしゃんとする
からね、って自分に言い聞かせたいと思っていたことば、なんとパ
リ市の標語だそう。…ノートルダム寺院、パリの人たちはほんとに
悲しかったでしょうね。（ウスイ）

■問題です。 今回の YA! には、ひとつ変わったことがあります。それ
はなんでしょう？ あれ？ 大きくなってるよ。なんだか新聞みたいだ
よ。・・・少しでも、読みやすくなったでしょうか。ひとりでも多くの
方の、目にとまりますように。（カキタ）

■息子たちの最近のブーム。紙飛行機の滞空時間、ギネス記録に
挑戦。休日も１日中友だちと飛ばすこと470 回。「2秒やった記録が
10 秒になったよー！」らしい。気の合う友だちがいてよかった。記録
更新、期待してます。（クラタ）
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「遊び」をかんがえた３つの事業

さまざまな体験・たくさんのなかま…そんな出会いの中で子どもたちがいきいきと活動しているようすなどをお伝えします

3p

メディアと子ども 4p
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たちどまってミルかんがえてミル

小学生って、こんなに勉強してたっけ？

2018 年 4 月 1日 発行（年 2回）
発行 /認定 NPO法人こどもステーション山口

いっぱい  
遊べていますか？

『めざせ、遊びの達人、森へＧＯ！』
いろんな発想で「あそび」をつくって、プレゼン！　遊びながらルールを追加したり、変更したり。

たちどまって
かんがえてミル

ミル

第 回８

小学生って、こんなに勉強してたっけ？

［こどもステーション山口　広報紙］

こどもステーション山口 WEBサイト
http://kodomo-st.org
こどもステーション山口の新着情報、
さまざまな活動のレポートを紹介しています。
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《ご寄付いただいた方》　32 名 15 団体
《「支え人。」としてのご支援をいただいている企業》
   ■（株）メルシー　■リンドヴルム

「支え人。」とは…
NPOの活動に賛同した企業が自社の商品を販売する中で、売り
上げの一部をNPOに寄付する山口独自のシステムです。

《個人賛助会員》 　43名　

【こどもステーション山口の4月の会員】
  正会員 146人  準会員 61人  子ども登録数 295人  計502人
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クリエイティブ・スペース赤れんがはこどもステーショ
ン山口が指定管理者となっています。

8/21（水）～9/1（日）  保手濱 拓 美術展
12/14（土）   チェンバロ コンサート

赤れんがだより

人形劇 北欧民話より
三びきのやぎのがらがらどん
11日(土) 

《人形劇団 プーク》

 山口市民会館 小ホール

7
月 銀のロバ
7日(日) 

《オペラシアター こんにゃく座》

 山口情報芸術センター スタジオA

 山口市民会館 小ホール

6
月
人形劇

オペラ

おもしろげきじょう
30日(日) 

《人形劇団 京芸》

 山口県総合保健会館

しのざきあきテーブル人形劇

22日(土)
特別公演

チカパンの大道芸！！

松元ヒロ・ソロライブ2019

ニューメディアプラザ山口2日(土)
特別公演 大人のための人形劇

あぶないふたり

27日（火）~1日（日）

《パントマイムプラネット》

《パントマイムプラネット》

《人形劇ユニットあぶない２人》

各地域交流センター他

リトルピーシーズ
31日（土）

日程未定 こどもキャンプ

 山口市民会館 小ホール

《サウンドポケット》
ピアニカの魔術師

29日（金）
30日（土）

 山口県教育会館ホール
 C・S赤れんが

 C・S赤れんが

山口県立図書館レクチャールーム

《人形劇団 ひとみ座》
弥次さん喜多さんトンちんカン珍道中

28日（金）  山口県教育会館ホール

《人形劇団 ひとみ座》
３びきのこぶた

29日（土）

8日（日）

あっちこっちdeアート2019

大江戸人形喜劇

2020

こどもステージ る・リ・フリー2020

今号の特集

3.11。千葉は震度6弱。そのあとも長く続いた余震、千
葉でもあがった放射線量、日々の食べ物や雨のあとの
幼児の外遊び、計画停電、外国人の友人の帰国…。
東北の方とは比べものにはならないですが、小さい子
をもつ者としては、相手が見えないものだけに、不安を
もちました。
今も東北にあること、その後も日本の各地で災害が起
きていること。決して遠い出来事ではないと感じてい
ます。 （クラタ）
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あそぶ・かんじる・そだつ

2019 年 5 月 1日 発行（年 2回）
発行 /認定 NPO法人こどもステーション山口

2019 年 5月 1日 発行（年 2回）
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「脱ゆとり」という言葉も、聞きなれてきました。
詰め込み教育はよくないと、土曜日が休みになり、授業時間数が削減されたり、と変化してきたゆとりの時代
を否定するかのように、年々授業数が増えています。

まわれ
、まわ
れー！

　つか
まるな

ー！

まてーっ！

こどものきも

ち
版

東日本大震災当時、私は千葉の小学 1年
生でした。
教室でかえりの会をしている時、いきな
り強く横に揺れました。
みんなが、いそいで机の下へ隠れ、私は

ゆれる机の脚をぎゅっとつかんでいました。  揺れがおさまると、
防災頭巾をかぶり、運動場の真ん中に集まって、迎えに来る親を
待ちました。 私の母は、なかなか来なくて、とても不安だったこと
を覚えています。
そのあとも、毎日たくさんの余震がおきました。
教室では、机の下へ、運動場ではいっせいに真ん中へ集まって、身
を守ったことが何度もありました。

その 1年後、私は山口へ引っ越してきました。 山口には、防災頭巾
がなく、当時の私は、地震がきたらどうするのか、と驚きました。

8年経ち、今の私は、小１だった当時のことをあまり多く
はおぼえていません。 時間が経つと忘れてしまう事、当時
の私が知らなかった事も多いでしょう。だから、時々震災
について、意識を向けてみようと思います。
この機会に、家族と震災についていつもより話しました。
これも悪くないなと思いました。 （ 高 1 倉田美桜）

3.11

鑑賞会情報など、メールマガジンで配信しています。
WEBサイトからご登録ください！

リニューアルしました！



冬休みあたりから、それぞれのグループ（今年は 7つ）
が動き始めます。  脚本はどうする？ だれが出る？
学校や習い事でいそがしい子どもたち。  集まれる時間も
限られます。  せっかく集まっているのに、遊んでばかりで
なかなか本題に入らない様子に、つい、口を出したくなる
けれど。いや、ここは我慢のしどころ、と言い聞かせながら。
今年は、本番までの練習で出演者全員がそろわないま
ま、当日を迎えるグループがほとんど。  けれど、本番の舞
台ではそれはもう堂々と、ときにゆる～く、それぞれに楽し
いステージをみせてくれました。
最近は、学校でも演じる経験は少なくなりました。  経験が
少なくても、鑑賞体験は多い子どもたちです。  どんどん出

てくる「これがやりたい！」を形にして臨むステージは、と
ても自由。表現したい気持ちは、どの子のなかにもあるの
だなあと感じさせられます。
そして、目指すは「る・リ・フリー大賞」。  人気投票 1位
の称号です（大賞がとれず、本気で悔しがる子、多数！）。
毎年関わっていると、1年たつごとに、おとなのサポート
を少しずつ必要としなくなっていくことに気づかされます。
成長ってこういうことね、と感慨に浸るのも醍醐味かも。
 （ カキタ）

子どもたちが舞台にたち、作品を発表する「る・リ・フリー」。
本番に向けて、地域ごとに集まったグループで、脚本から小道具づくりまで、自分たちの手で準備し
ていきます。おとなは、あくまでサポート役。なるべく手を出さず、どこまで見守れるか…。おとなにと
っては、試される日々なんです。

「子どもと文化の NPO Art.31」代表の大屋寿朗さんをお迎え
した、２年前に続く学習会。 「子どもにとって休息、余暇は必
要で、遊ぶことを大切にされ、文化的な生活や芸術に自由
に参加できる権利を持っている」と謳った３１条。  しかし国
連は「日本の子どもたちは過度に競争的な教育制度のスト
レスからさまざまな苦しさを抱えている」と条約をないがし
ろにしている日本に勧告をしています。  見回せば、不登校、
いじめなどなど、なかなかなくならない現実に対して、 一見
緩やかに聞こえるこの権利こそが現在の日本の子どもたち
には必要なのです。  子どもは今の幸せのために自分自身の
時間を生きることがだいじで、子どもは３１条が保障される
中でこそ、自ら学んで育っていけるのだと話されました。
翌日の自然体験はまさにその考えに基づいた、子どもの中
の主体性が育つ事業でした。

山口市徳地「森林セラピー基地」と山口維新公園で行われ
たのは小学 6年生～高校生まで 20 人の子どもたちが「遊
びを極める」ことに焦点を絞った活動でした。  1日目には森
の案内人（さまざまな遊びのプロフェッショナル）に 20以上
の集団で遊べる遊びの手ほどきを受け、大屋寿朗さんから
は「子どもの権利条約３１条」についてのミニレクチャーを
受けました。  2日目にはグループで遊びを考え、プレゼンを
するというプログラム。  伝えることの難しさも感じながら、
子どもたちはさまざまに工夫を凝らしていました。  遊びの
楽しさ、遊びの中で人とつながることの心地よさを味わい、
自分たちにとって「遊びはたいせつ！」を再認識した活動でし
た。　（→表紙写真参照）

こんなにたいせつな “ 遊び ”をもっとつきつめて大人に問
いかけたのがこの講演会でした。  講師は日本のプレーパー
ク（冒険遊び場）の草分け的存在、天野秀昭さん。  「子どもは
屋外で遊ぶ中で五感を刺激されさまざまな脳力を高める」、
と今まで考えてもみなかった遊びの効能。  そして意欲的に
遊ぶ中でこそ子どもは育つのだということ（遊育）。  教育は
おとなが教え育てることに対して、遊育は集中したり、挑戦
したり、自分自身を制御したりということを、子ども自らが遊
びの中で学んでいきます。  基本的に子どもは保護される存
在ではなく、遊び、育つ主体。  その「遊育」という考えがプ
レーパークの根幹になっていることがよく理解でき、今こそ
子どもたちには、プレーパークのような場所が必要だと痛感
しました。

こどもステージ
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201810月
 2019  3月～ こどもステーション山口の舞台鑑賞会には、人形劇や舞台劇などいろんなジャンルがあります。
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こんな舞台をみてきたよ

10月 14日（日） 山口市民会館小ホール

10月26日（金） 山口県教育会館ホール

（乳幼児対象）
参加 142 名

参加 354 名

参加 361 名

参加 156 名

2ステージ　参加 のべ 326 名

なかよしたのしい 5つの人形劇は、どれもちいさな
人たちをとりこに。

ともだちげきじょう

2月 16日（土）   カリエンテ山口

●いろんな風景が見えました。いろんな感情を味わいました。（会員40代女性）
●すごくおもしろかった。ハルの心の変化がよかった。（会員 14才女子）

キッドナップ・ツアー

プラスギス

クラシックで笑顔を創る、の言葉どおり、会場が笑
顔でいっぱいになったコンサート。

スギテツ音楽会 きがるにブラボー♪

民族芸能アンサンブル若駒
3月16日（土） 山口市民会館 小ホール

いつもと違うかたちの舞台で、ずっこけずっ
こけ大笑い。  狂言っておもしろい！
●「でんでんむしむしでんでんむしむし」がおも
ろかった。（会員 9才男子）

●コミカルで分かりやすくしてあるけれど、
ちゃんと狂言を感じる事ができました。（一般
40代女性）

でべそ版ずっこけ狂言
でんでんむしむし48

（低・高学年対象）

蒼い企画
12月15日（土）　山口県教育会館ホール

びりとブッチィー、ふたりのクラウンが繰り
出す、絵本のような不思議な世界。
●声をあまりださなくても、おもしろさ（イイた
いこと）がつたわってよかったです。（会員 12才
女子）

●あたたかくて、少し切なくて？とても不思議
ですてきな時間でした。（一般おとな）

●すごかった。（会員７才男子）

Yen Town Fools
ピクチャーブック（低・高学年対象）

（低学年対象）

（高学年対象）

いっぱい遊べていますか？
今号の特集
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H30 年度赤い羽根共同募金県域助成事業H30 年度赤い羽根共同募金県域助成事業

「まなんでみよう 
 実はみじかな 子どもの権利条約」
 学習会＝ナルホド篇

宿泊自然体験
「めざせ、遊びの達人 森へGO!」

公演のフィナーレを飾る一曲を、スギテツと演奏した
い15 名が集まり、練習をしました。
子どもからおとなまで、それぞれが得意な楽器を演奏
するステージ。  持ち寄った楽器もさまざまでした！

キッドナップ・ツアーヒロインの丹羽美貴さんを講師に、小学 5年
生以上の 16 名が体験したワークショップ。  父親、母親、兄弟など、
いろんな役になって、こんなときどうするかを考えて、演じてみまし
た。  心の壁をとっぱらって、みんな笑いっぱなし。

●うーやんのにぎやかうどんがおもしろかった！（子ど
も）

●人形の顔は変わっていないのに、くるくる表情が変
わるように見えました。（会員おとな）

●音楽がとても今以上に好きになりました。（会員 13才
女子）

●トムとジェリーが楽しかった。  パトカーやきゅう
きゅうしゃの音がすごかった。  ブラボー。（会員 5才男
子）

●どの曲もアレンジがたのしく、ひきこまれてしまい
ました。  子どもたちにもクラシックや、楽器が身近
なものになったと思います。（会員 30代女性）

親と子、それぞれの立場で、そ
れぞれの思いで、考えながらみ
ることのできた作品。

3月10日（日）
山口県立図書館レクチャールーム

・ ・ ・ ・

・

H30 年度やまぐち子ども・子育て応援ファンド助成事業

時間
空間

仲間

習いごとや塾で子ども
たちの毎日は多忙。
そのうえ宿題も少なく
ない。

近所の友だち、学校の友
だち… 前もって約束しな
くても遊べる、そんな友だ
ちが少なくなった。

かつては家の前の道路
でもけっこう遊べたり、
入っても叱られない空き
地があったけれど…。

人形劇団ののはな　

ワークショップ  「ブラボー♪onステージ！」
9 月 24 日（祝）

コミュニケーションワークショップ
「ココロの家出、してみない？」

【自由に遊べる場所】

時代の移り変わりの中で子どもはどんどん遊ばなく

なってきています。  遊べなくなってきているといった

ほうがいいかもしれません。

「時間」「空間」「仲間」。  子どもの「遊び」に必要な「3

つの “ 間 ”」がなくなってきたと言われはじめてどれく

らい時代が経ったでしょうか。  今やその「3間」は限り

なくゼロに近づいています。

【遊びの３間 (さんま)】

以前、このＹＡ！で、子どもたちに遊びについてのアン

ケートに答えてもらった時、半数近くの子どもたちが

遊びは「家の中で」と答え、遊びのトップは電子ゲーム

でした。それは “ 遊びの３間 ” が少なくなったことが

大きく影響しているのではないかと思います。

小さい子どもって、遊具がなくても少し広いところがあると、思わず走りだしたりしませんか？　そんなとき、おと
なの声はなかなか届きません。  なにがおもしろいのか、おとなにはあのころの気持ちは思い出せないものです。
でも、子どもにとってその時走ることは、すっかり遊びです。　「子どもは遊ぶ存在」なのだと、確信する場面です。

【遊びは子どものしあわせ】

シャクトリムシ　　　みつけた

「子どもの生きる力を遊育で」

おはなしより、やりたい役から先に決まった。

みんな、芸達者！

カツラ、先
輩から

ずっと引き
継がれてる

んです。カツラ、先
輩から

ずっと引き
継がれてる

んです。

11月 2日（金） 11月3日（土）～４日（日）
1月12日（土）

H30 年度
赤い羽根共同募金県域助成事業

12月 21日（金）

劇団うりんこ

『めざせ、遊びの達人  森へＧＯ！』

プレーパークせたがや

しかし、これを時代のせいとあきらめず、屋外で子ど

もたちが思いきり遊べるような場をと願い、広がって

きたのが今、全国に 400カ所ほどあるプレーパーク。

プレーパークは子どもたちが自分の責任で自発的に

自由に遊べる場所です。  ここには遊具らしいものは

なく、土や水や火などを使って遊んだり、木に登る、高

いところから飛び降りる、といったふつうの公園では

禁止されているようなことも可能です。（プレーパーク

には子どもたちの遊びを見守るプレーリーダーとい

う大人がついています。）

おとなりの宇部市では今、プレーパーク設置の計画

があり、昨秋、そのプレイベントとして “１日プレー

パーク ” が琴芝町の神原公園で行われたので見学に

行ってきました。  そこでいちばんに目に付いたのは

どろんこまみれの女の子。

子どもはどろんこ遊びが好きとは知っていても、あそこ

まで夢中になれる子どもと、それを見守れるおとなは

すごいな、と感心しました。  土を掘り返し、水を流し込

み、どろどろにして遊ぶ＝ふだんの暮らしの中ではまず

不可能な遊びがゆったりと繰り広げられていました。

「きたない、気持ち悪い、あとが大変！…とおとなは思

うけれど、子どもたちは本能的にどろんこがだいす

き。  水や砂や土に触れて気持ちを開放し、思い切り

遊ぶことで子どもたちは満足感を得ます。」と、ある保

育園の園長先生は言います。

自発的な遊びの中で子どもが学ぶものは多いです

が、何よりだいじなのは「遊び」が子どもたちのいちば

んの「しあわせのもと」であるということ。  そういえば

子どもが遊びに夢中になっている時、おいしいお菓

子や好きなテレビ番組で誘っても遊びをあきらめさ

せられなかったこと、親なら経験がありますね。

遊び場・友だち・時間のゆとり・・・子どもの遊び

をゆたかにするために、社会の、おとなの、責任は大

きいのではないでしょうか。　（ウスイ）

吉敷ブロックのデイキャンプ

（レポート ウスイ）

講演会
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